
 

現
代
日
本
社
会
学
部
を
開
設

実
践
力
を
育
む
四
分
野
・
七
コ
ー
ス

実
践
力
を
育
む
四
分
野
・
七
コ
ー
ス

来
　
春

　

改
組
集
約
の
背
景
に
は
主

に
以
下
の
事
情
が
あ
る
。
第

一
は
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

っ
て
社
会
福
祉
を
志
望
す
る

学
生
が
激
減
し
つ
つ
あ
る
こ

と
。
第
二
は
平
成
十
八
年
の

教
育
基
本
法
の
全
面
改
正
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
伝
統

文
化
と
公
徳
心
を
身
に
つ
け

た
幅
広
い
職
業
人
の
養
成
が

日
本
社
会
の
中
で
強
く
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
。
第
三
に
国
際
化
と
地

方
分
権
化
が
同
時
進
行
す
る

状
況
の
中
で
現
代
的
視
点
に

た
っ
た「
日
本
学
」創
設
の
必

要
性
が
高
ま
り
、
そ
の
研
究

が
求
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
。

　

と
く
に
第
二
、
三
に
関
し

て
は
本
学
が
創
立
以
来
掲
げ

て
き
た
「
建
学
の
精
神
」
に

相
通
じ
る
も
の
で
、
平
成
十

七
年
に
策
定
さ
れ
た
中
期
計

画
に
お
い
て
も
〈
今
日
に
お

け
る
皇
學
館
大
学
の
建
学
の

精
神
〉
と
し
て
「
天
照
大
御

神
と
皇
室
を
中
心
と
し
て
平

和
で
豊
か
な
国
家
社
会
を
築

こ
う
と
努
め
て
き
た
祖
先
の

歩
み
に
敬
意
を
払
い
、
そ
こ

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
多
様
で

包
容
力
に
富
ん
だ
思
想
・
倫

理
・
道
徳
・
文
化
・
歴
史
を

継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
れ

　

泰
然
と
し
た
黄
河
の
流
れ

を
眺
め
る
と
、
恥
じ
ら
い
を

秘
め
た
楚
々
と
し
た
渓
流
を

思
う
。
東
漸
の
文
化
は
、
繊

細
、
礼
儀
な
ど
の
精
神
文
化

を
生
み
出
し
た
。
そ
の
源
流

は
遠
く
大
陸
に
繋
が
る
こ
と

に
思
い
を
致
さ
ね
ば
な
ら
な

い
▼
日
本
の
人
口
は
予
想
を

超
え
て
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

全
国
の
大
学
は
、
定
員
の
確

保
に
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。
結
果
、
大
学

教
育
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
位

置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。「
教
育
と
研
究
」
の
内
実

が
、
今
ほ
ど
問
わ
れ
る
時
代

は
か
つ
て
な
か
っ
た
だ
ろ
う

▼
サ
ー
ビ
ス
に
徹
す
る
の
も

よ
い
。
し
か
し
、
我
々
の
喫

緊
の
課
題
は
、
い
か
に
し
て

質
の
高
い
学
生
を
確
保
す
る

か
、
あ
る
い
は
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世
界

に
は
、
優
秀
な
人
材
が
、
日

本
の
文
化
に
思
い
を
馳
せ

て
、
熱
い
眼
差
し
を
注
い
で

い
る
▼
彼
ら
の
多
く
は
純
粋

で
あ
る
。
老
師
と
呼
び
、
年

長
者
に
対
す
る
敬
重
の
念
が

息
づ
い
て
い
る
。
幽
遠
な
時

空
は
、
我
々
の
想
像
を
超
え

て
温
故
知
新
を
体
現
し
て
い

る
。
国
際
交
流
は
、
質
の
高

さ
を
担
保
す
る
た
め
の
、
有

力
な
手
段
で
あ
る
。
彼
ら
の

将
来
に
は
、
日
本
の
将
来
も

託
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
選

抜
を
経
た
四
名
の
私
費
留
学

生
が
、
今
秋
、
河
南
大
学
か

ら
本
学
に
入
学
す
る
。
そ
の

士
気
に
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

平
成
二
十
二
年
四
月
、社
会
福
祉
学
部
を
改
組
集
約
し
て
、伊
勢
学
舎
に「
現
代
日
本

社
会
学
部
」が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
新
学
部
は
平
成
十
七
年
に
明
確
化
さ
れ
た
「
今
日

に
お
け
る
皇
學
館
大
学
の
建
学
の
精
神
」に
沿
い
、四
分
野
七
コ
ー
ス
で
構
成
。
日
本
の

伝
統
文
化
に
立
脚
し
た
公
徳
心
と
創
造
性
を
持
ち
、
国
や
地
域
の
行
政
や
産
業
・
奉
仕

活
動
な
ど
に
参
画
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
。【
設
置
届
出
中
】

倉
田
山

新
学
部
設
置
の
背
景
に
三
つ
の
理
由

学
部
教
育
と
就
職
支
援
を
両
輪
に
実
践
力
重
視

　

新
学
部
は
各
教
育
目
標
に

添
っ
て
四
分
野
・
七
つ
の
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
い
る
。
①

政
治
・
経
済
分
野
（
政
治
・

経
済
コ
ー
ス
）、
②
現
代
社

会
分
野（
地
域
社
会
コ
ー
ス
・

社
会
臨
床
コ
ー
ス
・
社
会
情

報
コ
ー
ス
）、
③
福
祉
分
野

（
福
祉
計
画
コ
ー
ス
・
社
会

福
祉
コ
ー
ス
）、
④
伝
統
文

化
分
野
（
伝
統
継
承
・
文
化

創
造
コ
ー
ス
）で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
は
、

①
政
治
・
経
済
分
野
の
公
務

員
と
マ
ス
コ
ミ
・
出
版
関
係
、

②
地
域
・
情
報
分
野
の
公
務

員
と
地
域
産
業
関
係
、
③
福

祉
分
野
の
公
務
員
と
社
会
福

祉
施
設
・
事
業
所
関
係
、④
文

化
政
策
分
野
の
公
務
員
と
伝

統
産
業
・
観
光
関
係
と
、学
ん

だ
こ
と
を
最
大
限
に
活
用
で

き
る
公
務
員
と
産
業
界
へ
の

就
職
を
目
的
と
し
て
い
る
。

十
一
月
一
日
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
卒
業
生
は
倉
田
山
へ

　

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
が
開
設
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
今

秋
か
ら
来
春
に
か
け
て
種
々

の
事
業
と
イ
ベ
ン
ト
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、十
期
分
の
卒
業
生
・

在
学
生
と
教
員
が
執
筆
の
記

念
出
版
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
風
景
』
が
刊
行
の
予

定
で
あ
る（
十
月
下
旬
）。
こ

れ
に
続
き
、
十
月
二
十
五
日

㈰
に
は
十
周
年
記
念
高
校
生

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
。
今
回
は
記
念
講
演

を
加
え
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
と

し
、
よ
り
多
く
の
高
校
生
、

教
員
の
関
心
を
集

め
る
計
画
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
倉
陵

祭
の
初
日
に
あ
た

る
十
一
月
一
日
㈰

に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
を
実
施

す
る
。
当
日
は
在

学
生
と
卒
業
生
英

語
教
員
と
の
交
流

会
や
、
在
学
生
と

卒
業
生
と
の
就
職

関
連
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
夕
方
に

は
会
場
を
移
し
て

実
社
会
対
応
と
英
語
教
員
養
成
に
成
果

さ
ら
な
る
発
展
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
は
昨
年
度
よ
り
「
人
間
関

係
」「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
二
履
修
コ
ー
ス

制
と
な
り
、
充
実
の
度
を
加

え
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
の

教
育
目
標
を
明
確
に
し
た
も

の
で
あ
り
、
世
界
規
模
で
進

む
効
率
社
会
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
を
生
き
抜
く
日
本
人
に

必
要
な
も
の
は
、「
人
間
関
係

力
と
表
現
力
」
ま
た
「
英
語

力
と
国
際
感
覚
」
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
卒
業
生
は
金

融
・
証
券
・
保
険
、
サ
ー
ビ

ス
、
商
業
、
公
務
員
等
の
ほ

か
、パ
イ
オ
ニ
ア
的
分
野（
国

際
安
全
認
証
、ア
パ
レ
ル
、広

告
、メ
デ
ィ
ア
等
）で
も
活
躍

し
、卒
業
の
全
期（
一
期
〜
六

期
）
か
ら
英
語
教
員
が
誕
生

し
て
い
る
の
も
大
き
な
成
果

で
あ
る
。

　

十
周
年
を
機
に
、
こ
の
世

界
基
準
を
踏
ま
え
た
教
育
方

針
を
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ

て
推
進
し
、
さ
ら
な
る
発
展

へ
と
踏
み
出
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

十
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
こ
の
機
会

に
、
多
く
の
卒
業
生
が
倉
田

山
を
訪
れ
、
イ
ベ
ン
ト
や
パ

　

政
治
・
経
済
分
野

政
治
・
経
済
コ
ー
ス
●
地
方
自
治
や
外
交
政

策
な
ど
現
代
の
日
本
が
直
面
し
て
い
る
政

治
・
経
済
・
文
化
な
ど
の
諸
問
題
を
発
見
・

分
析
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
主
体
的
に
取

り
組
め
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

現
代
社
会
分
野

地
域
社
会
コ
ー
ス
●
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
し
て
日
本
の
課
題
を
実
践
的
に
学
び
、
地

域
社
会
の
諸
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
地

域
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
養
成
し

ま
す
。

社
会
臨
床
コ
ー
ス
●
現
代
日
本
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
。
そ
の
構
造
や
過
程
の

理
解
・
分
析
を
進
め
な
が
ら
、解
決
に
向
け
て

行
動
し
、提
言
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

社
会
情
報
コ
ー
ス
●
地
域
社
会
や
現
代
家
族

が
抱
え
る
問
題
を
人
文
学
・
社
会
学
な
ど
多

角
的
な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
。
情
報
技
術

を
駆
使
し
て
情
報
発
信
で
き
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

　

福
祉
分
野

福
祉
計
画
コ
ー
ス
●
社
会
福
祉
学
に
関
す
る

知
識
と
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
諸
問
題
を
分

析
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
新
た
な
福

祉
を
提
言
で
き
る
力
を
養
い
ま
す
。

社
会
福
祉
コ
ー
ス
●
社
会
福
祉
士
・
精
神
保

健
福
祉
士
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

育
成
す
る
コ
ー
ス
。
人
間
性
豊
か
な
福
祉
を

実
現
す
る
力
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

伝
統
文
化
分
野

伝
統
継
承
・
文
化
創
造
コ
ー
ス
●
日
本
文
化

の
基
礎
と
な
る
文
学
や
歴
史
を
学
び
な
が
ら

礼
法
や
武
道
・
茶
道
を
体
感
。
日
本
の
伝
統

を
未
来
へ
継
承
し
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す

る
力
を
養
い
ま
す
。

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーー
シ
ョ
ン
学
科
開
設
十
周
年

シ
ョ
ン
学
科
開
設
十
周
年

今
秋
か
ら
来
春
に
か
け
イ
ベ
ン
ト
開
催

ー
テ
ィ
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｐ
」（http://

com
m
u.kogakkan-u.

ac.jp/

）
に
順
次
掲
載
し
て

い
く
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

　

そ
し
て
、
学
部
教
育
に
よ

っ
て
学
生
の
関
心
、
問
題
意

識
、
一
般
・
専
門
知
識
、
情

報
収
集
・
分
析
・
総
合
力
、

創
造
力
等
を
養
い
、
彼
ら
の

社
会
貢
献
意
識
や
就
職
意
欲

を
向
上
・
維
持
さ
せ
る
。
他

方
で
大
手
専
門
学
校
等
と
提

携
し
た
公
務
員
講
座
や
マ
ス

コ
ミ
対
策
講
座
に
よ
っ
て
、

就
職
に
直
結
す
る
知
識
や
技

能
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
こ

Ｗ
ス
ク
ー
ル
制
度
を
導
入

　

資
格
取
得
専
門
学
校
と
提
携
し
、
伊
勢
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
お
い
て「
Ｗ
ス
ク
ー
ル
制
度
」を
実

施
。
公
務
員
試
験
対
策
を
は
じ
め
各
種
就
職
に

有
利
な
試
験
対
策
を
徹
底
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

の
学
部
教
育
と
就
職
支
援
を

両
輪
と
し
て
、
実
際
に
現
代

世
に
送
り
出
す
。
こ
れ
が
新

学
部
の
基
本
構
想
で
あ
る
。

日
本
社
会
を
担
い
、
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

を
応
用
発
展
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
・

地
域
・
国
家
が
互
い
の
特
性

を
生
か
し
合
い
つ
つ
共
存
・

共
栄
し
て
い
け
る
世
界
を
目

指
す
こ
と
」
と
明
確
化
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を

受
け
、
新
学
部
設
置
に
あ
た

っ
て
は
日
本
の
伝
統
文
化
に

立
脚
し
た
公
徳
心
と
創
造
性

を
持
ち
、
国
や
地
域
の
行
政

や
産
業
・
奉
仕
活
動
な
ど
に

参
画
で
き
、
未
来
を
拓
け
る

人
材
の
育
成
を
教
育
研
究
目

的
に
掲
げ
る
。
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大
正
八
年
か
ら
十
五
年
ま
で
、
神
宮
皇
學
館

館
長
を
務
め
た
上
田
萬
年
は
慶
応
三
年
、
名
古

屋
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
。
名
前
は
通
常
「
か

ず
と
し
」
と
読
む
が
、
欧
州
留
学
中
に
は

「M
annen

」
の
サ
イ
ン
も
残
さ
れ
「
ま
ん
ね

ん
」
も
通
称
と
し
て
用
い
て
い
た
。
帝
国
大
学

で
は
英
王
堂（
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
）に
学

び
、
二
十
八
歳
で
帝
国
大
学
教
授
就
任
。
近
代

国
語
学
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。門
下
生
に
は『
広

辞
苑
』
の
新
村
出
、ア
イ
ヌ
語
の
金
田
一
京
助
、

文
法
学
の
橋
本
進
吉
、
神
宮
皇
學
館
か
ら
帝
大

へ
進
ん
だ
安
藤
正
次
ら
が
い
る
。
作
家
・
円
地

文
子
は
次
女
で
あ
る
。

　

上
田
の
国
語
観
は
合
理
的
で
あ
る
。
日
本
語

は
日
本
人
の
精
神
的
血
液
で
あ
る
と
し
、
国
を

支
え
る
国
語
の
重
要
性
を
説
く
。
そ
し
て
、
学

問
の
深
遠
と
と
も
に
そ
の
活
用
を
視
野
に
入
れ

る
べ
き
で
、
平
易
な
言
語
と
簡
単
な
文
字
で
健

全
な
文
学
を
興
す
こ
と
が
肝
要
だ
と
す
る（『
国

語
た
め
』『
同
第
二
』）。
い
わ
ば
、
さ
ら
さ
ら

血
液
と
し
て
の
国
語
で
あ
る
。

　

上
田
と
い
え
ば
、「
Ｐ
音
考
」
の
提
唱
者
と
し

て
有
名
で
あ
る
。
現
在
の
ハ
行
音
は
か
つ
て
フ

ァ
フ
ィ
フ
フ
ェ
フ
ォ
の
ｆ
音
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
パ
ピ

プ
ペ
ポ
の
ｐ
音
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。
言
語

変
化
の
規
則
に
沿
っ
た
論
な
の
だ
が
、
こ
れ
を

読
ん
だ
当
時
の
活
動
家
が
「
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ

命
は
ピ
コ
ポ
ポ
デ
ミ
ノ
命
か
。
そ
ん
な
お
か
し

な
御
名
で
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
彼
を
つ
け
ね

ら
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。真
偽
は
と
も
か
く
、

よ
く
考
え
ら
れ
た
逸
話
で
あ
る
。

　

皇
學
館
と
の
関
わ
り
は
明
治
三
十
六
年
の

「
皇
學
館
に
対
す
る
予
が
希
望
」
が
知
ら
れ
る
。

上
田
は
本
居
宣
長
を
引
き
合
い
に
、
伊
勢
が
僻

遠
の
地
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
学
問
を
す
る
の

に
不
都
合
な
こ
と
は
な
い
と
し
、
む
し
ろ
心
を

砕
く
の
は
学
術
の
研
鑽
と
学
風
の
樹
立
で
あ
る

と
論
じ
た
。
こ
の
こ
と
は
今
日
の
皇
學
館
で
学

ぶ
我
々
も
十
分
肝
に
銘
じ
た
い
。

　

大
正
八
年
六
月
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
の

兼
官
で
神
宮
皇
學
館
長
に
就
任
し
た
。
在
任
は

大
正
十
五
年
三
月
ま
で
の
六
年
三
カ
月
に
及

び
、
こ
の
間
、
皇
后
陛
下
の
行
啓
に
も
浴
し
た
。

こ
の
と
き
の
記
念
碑
が
旧
講
堂
の
跡
地
に
戦
没

学
徒
慰
霊
碑
と
と
も
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

国
文
学
科
准
教
授　

齋
藤　

平

う
え
だ
か
ず
と
し

上
田
萬
年
　

う
え
だ
か
ず
と
し

2

近
代
国
語
学
の
祖

　

学
術
の
研
鑽
と
学
風
の
樹
立
に
心
砕
く

萼
の
会
役
員
会

　

十
六
日
㈯
午
後
三
時
よ
り

伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
萼
の
会
会
長
並
び
に
伴

学
長
の
挨
拶
に
よ
り
役
員
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
お

集
ま
り
い
た
だ
い
た
役
員
二

十
八
名
、
参
与
で
も
あ
る
本

学
教
員
及
び
職
員
二
十
一
名

で
、
総
会
に
諮
る
べ
き
議
事

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

萼
の
会
総
会

　

十
七
日
㈰
、
伊
勢
学
舎
二

号
館
二
三
一
教
室
に
お
い

て
、
文
学
部
会
員
百
三
十
四

名
、
社
会
福
祉
学
部
会
員
四

十
九
名
、
教
育
学
部
会
員
四

十
二
名
及
び
大
学
教
職
員
八

十
六
名
の
出
席
の
も
と
、
午

前
十
時
よ
り
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
事
に
つ
い
て

下
記
の
と
お
り
審
議
さ
れ
、

盛
会
の
う
ち
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

生
と
高
校
生
が
少
人
数
で
語

り
合
う
「
し
ゃ
べ
り
場
」
が

企
画
さ
れ
る
な
ど
、
来
場
し

た
高
校
生
た
ち
も
楽
し
み
な

が
ら
学
部
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

　

開
催
日
が
休
日
に
も
関
わ

ら
ず
、
当
日
は
約
百
五
十
名

の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
。
教
育

学
部
一
年
生
の
大
市
恵
理
奈

さ
ん
は
「
去
年
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
先
輩
の
印

象
が
良
く
て
、
入
学
し
た
ら

自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
た
」
と
語
り
、
高
校
生
た

ち
に
皇
大
の
良
さ
を
伝
え
た

い
と
張
り
切
っ
て
い
た
。

ん
は
、
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
え
る
の
に
約
一
カ
月
前

か
ら
準
備
を
は
じ
め
、
高
校

生
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
何
度
も
他
の
ス
タ
ッ
フ
や

先
生
と
話
し
合
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
午
前
と
午
後
の

部
の
間
に
は
、
よ
さ
こ
い
グ

ル
ー
プ「
雅
」の
演
舞
も
。
直

前
に
に
わ
か
雨
が
降
る
と
い

う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た

が
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
迅
速

な
対
応
で
急
き
ょ
場
所
を
記

念
講
堂
に
移
し
演
舞
。
迫
力

の
あ
る
舞
台
に
観
客
か
ら
は

拍
手
が
沸
い
た
。
伊
勢
市
内

の
女
子
高
生
は
「
先
輩
方
に

活
気
が
あ
っ
て
楽
し
そ
う
な

雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
た
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

本
学
の
平
成
二
十
一
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
「
こ
こ
ろ
小

路
ツ
ア
ー
2
0
0
9
」
が
六
月
十
四
日
、
伊
勢
学
舎
で
開
催
さ
れ

た
。今
年
は〝
旅
〞を
共
通
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、

県
内
・
県
外
か
ら
約
三
百
名
の
高
校
生
と
保
護
者
が
来
場
し
た
。

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
評

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
評

　

「
こ
こ
ろ
小
路
ツ
ア
ー
」

は
、
六
月
〜
八
月
に
か
け
て

月
一
回
ず
つ
行
わ
れ
る
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。
六
月
は

そ
の
第
一
回
に
あ
た
り
、
午

前
中
に
各
学
科
の
説
明
が
、

午
後
か
ら
は
学
科
別
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　

来
年
度
に
新
設
さ
れ
る

「
現
代
日
本
社
会
学
部
」
の

説
明
に
も
多
く
の
受
験
生
が

来
場
。
各
コ
ー
ス
の
教
授
が

各
分
野
の
魅
力
、
卒
業
後
の

進
路
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
、
高
校
生
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
現
代
日
本
社
会
学
部
は

「N
IPPO

N

を
動
か
そ
う

会
議
」
と
題
し
て
、
分
野
別

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
マ
で
討
議
。
新
田
均
教
授

の
政
治
経
済
分
野
で
は「〝
食

品
〞
は
安
け
れ
ば
い
い
の

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合

い
、
高
校
生
か
ら
も
活
発
な

発
言
が
み
ら
れ
た
。

　

他
に
も
国
文
学
科
で
は
和

本
を
作
る
体
験
、
神
道
学
科

で
は
神
職
が
身
に
着
け
る
装

束
の
着
付
け
体
験
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
学

学
生
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
活
躍

学
生
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
活
躍

　

国
文
学
科
の
ス
タ
ッ
フ
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
中
川
綾
子
さ

平
成
二
十
一
年
度

萼
の
会
総
会
及
び
役
員
会
報
告

平
成
二
十
一
年
度
萼
の
会
役
員

池　

田　

高　

志

真
人

社
福

四

立　

枩　

廷　

族

壮
得

神
道

四

市　

川　

重　

夫

真
衣

教
育

三

山　

元　

義　

清

千
晃

神
道

三

大　

松　

信　

久

万
穂

教
育

三

小
田
谷　
　
　

司

美
緒

社
福

二

【
議　

事
】

（
一
）平
成
二
十
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
に
つ
い
て

（
二
）平
成
二
十
一
年
度
役
員

選
出（
案
）に
つ
い
て

（
三
）平
成
二
十
一
年
度
行
事

事
業
計
画（
案
）及
び
予

算（
案
）に
つ
い
て

（
四
）そ
の
他
、
大
学
の
現
況

　

去
る
五
月
十
六
日
㈯
に
平
成
二
十
一
年
度
萼
の
会
役
員

会
、
翌
十
七
日
㈰
に
総
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

報
告
な
ど

　

議
事（
一
）に
つ
い
て
は
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、（
二
）

は
後
載
の
方
々
が
新
役
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
三
）は

平
成
二
十
一
年
度
行
事
計
画

及
び
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。（
四
）に
つ
い
て
は
特
に

な
し
。
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E
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E
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E

E
E

E
E

E
E

学
生
三
十
名
が
滋
賀
へ
お
木
曳
遠
征

学
生
三
十
名
が
滋
賀
へ
お
木
曳
遠
征

　

五
月
晴
れ
の
五
月
十
日
、

学
生
三
十
名
が
滋
賀
県
甲
賀

市
鎮
座
の
田
村
神
社
の
お
木

曳
行
事
に
遠
征
し
た
。
曳
い

た
の
は
平
成
二
十
四
年
に
迎

え
る
同
神
社
の
ご
鎮
座
千
二

百
年
式
年
大
祭

を
記
念
し
、
二

百
七
十
年
ぶ
り

に
建
て
替
え
ら

れ
る
本
殿
の
ご

用
材
。二
年
前
、

神
宮
の
お
木
曳

行
事
に
参
加
し

て
感
動
し
た
同

神
社
の
田
村
英

治
宮
司
（
神
道

学
科
一
期
卒
）

が
木
村
徳
宏
神

道
学
科
助
手
に

相
談
し
て
実
現
し
た
。

　

当
日
、
現
地
の
氏
子
七
百

名
と
伊
勢
市
の
北
浜
連
合
奉

曳
団
員
八
十
二
名
と
と
も
に

力
い
っ
ぱ
い
綱
を
曳
く
学
生

た
ち
の
姿
が
。
神
社
ま
で
の

二
・
五
キ
ロ
の
道
の
り
を
も

の
と
も
せ
ず
、
エ
ン
ヤ
ー
の

掛
け
声
を
響
か
せ
て
い
た
。
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ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

第
1
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
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今に続く道
入学試験課係長　中 川 紀 子

　

思
え
ば
、
い
ろ
ん
な
道
を
歩
い
て
き

た
も
の
で
す
。

①
心
の
道

　

万
葉
の
木
々
も
緑
に
息
吹
く
倉
田

山
。
今
日
も
私
が
歩
い
て
い
る
こ
の
道

は
、
私
の
心
の
古
里
と
仰
ぐ
学
び
舎
に

〝
心
の
道
〞と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
大

学
の
正
門
横
に
建
て
ら
れ
た
「
人
」
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
伝
統
あ
る
本
学
の

校
風
と
し
て
、「
人
間
教
育
」
に
力
を
注

ぎ
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
尊

い
教
育
の
歴
史
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う

に
、
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
の
道
は

歩
む
程
、
佇
む
程
、
学
び
舎
か
ら
吹
い

て
く
る
そ
よ
風
が
、「
遠
い
日
の
絵
本
」

を
一
枚
一
枚
、
静
か
に
め
く
っ
て
く
れ

ま
す
。

②
私
を
育
ん
で
く
れ
た
道

　
〝
鳥
取
砂
丘
の
道
は
、
迷
い
道
〞
と
作

詞
家
木
下
龍
太
郎
を
し
て
詞
わ
し
め

た
、
私
の
故
郷
鳥
取
砂
丘
に
一
人
寂
し

く
佇
ん
だ
私
は
何
一
つ
迷
う
こ
と
な

く
、
本
学
に
通
じ
る
こ
の
道
を
歩
む
こ

と
を
選
ん
だ
の
で
す
。
そ
の
上
、『
日
本

書
紀
』・『
古
事
記
』
な
ど
の
原
本
に
触

れ
た
私
は
日
本
の
心
を
学
び
、
魂
を
磨

き
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
抱
い
た

の
で
す
。

③
青
春
の
道
・
情
熱
の
道

　

木
の
葉
の
舞
い
散
る
こ
の
道
を
、
グ

レ
ー
の
ス
ー
ツ
姿
の
女
学
生
達
が
少
し

大
人
っ
ぽ
い
感
じ
で
通
る
。
汗
臭
い
匂

い
を
吹
き
抜
け
る
風
に
感
じ
た
時
、「
お

は
よ
う
」
の
声
と
共
に
学
ラ
ン
姿
が
、

私
達
の
横
を
走
り
抜
け
る
。
私
達
数
名

の
仲
間
は
急
に
肩
を
す
ぼ
め
、
お
互
い

の
制
服
を
眺
め
合
う
。
制
服
を
目
立
た

な
い
よ
う
に
フ
ァ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
の
で
し
た
。「
誰
も
気
づ
か
な

か
っ
た
よ
」と
ク
ス
ッ
と
目
を
合
わ
す
。

大
き
な
勇
気
の
い
る
小
さ
な
冒
険
の
成

功
に
、
ほ
っ
と
笑
み
が
出
る
青
春
の
道

で
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
倉
陵
祭
。
大
学
か
ら
の
許

可
が
出
て
、
初
め
て
女
性
が
樽
神
輿
を

か
つ
い
だ
の
で
す
。
は
っ
ぴ
の
裾
が
舞

い
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
!
」
の
掛
け
声
が
道

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。
青
春
の
煌
き
は

流
れ
星
の
輝
き
に
似
て
、
一
瞬
こ
の
道

を
照
ら
し
、
色
々
な
想
い
出
を
映
し
出

し
ま
す
。

④
友
垣
と
の
絆
の
道

　

一
・
二
年
生
の
女
子
淑
徳
寮
で
の
生

活
が
、
私
を
大
き
く
変
え
て
く
れ
た
の

で
す
。
学
習
時
間
後
の
消
灯
ま
で
の
時

間
は
楽
し
く
華
や
か
で
、
青
春
一
杯
の

部
屋
で
笑
み
が
寮
に
渦
巻
き
、
ま
さ
に

女
性
天
国
で
し
た
。
こ
の
語
ら
い
仲
間

は
、
今
で
も
無
二
の
親
友
と
し
て
絆
を

強
く
結
ん
で
い
ま
す
。

　

名
張
学
舎
で
障
が
い
を
持
つ
学
生
二
人

が
自
身
の
体
験
を
も
と
に
講
演
を
行
っ

た
。

　

最
初
に
壇
上
に
立
っ
た
社
会
福
祉
学
科

三
年
の
奥
矢
歩
美
さ
ん
は
「
網
膜
色
素
変

性
症
」
を
患
い
九
十
％
以
上
の
視
野
が
欠

け
て
い
る
。
女
子
ト
イ
レ
の
マ
ー
ク
が
分

か
ら
ず
男
子
ト
イ
レ
に
入
っ
た
り
、
半
開

き
の
扉
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
健

常
者
が
気
付
き
に
く
い
日
常
生
活
で
の
不

便
さ
に
つ
い
て
語
っ
た
。
先
天
性
の
聴
覚

障
害
で
補
聴
器
が
手
放
せ
な
い
と
い
う
同

学
科
四
年
の
岡
橋
俊
介
君
は
「
隣
家
で
火

事
が
起
き
た
と
き
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

ず
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
初
め
て
気
付
い

た
」
な
ど
の
体
験
を
話
し
、
普
段
は
相
手

の
唇
の
動
き
を
み
て
会
話
を
す
る
た
め
、

文
節
ご
と
に
区
切
っ
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
交
え
て
ほ
し
い
な
ど
要
望
を
話
し
て

い
た
。

　
「
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
ス
タ
ッ
フ
で

同
学
科
四
年
の
服
部
佑
紀
君
は
、「
障
が
い

者
が
日
頃
感
じ
て
い
る
不
自
由
さ
を
共
有

し
、
埋
も
れ
て
い
る
問
題
点
を
発
見
し
た

か
っ
た
」
と
講
演
会
を
企
画
し
た
意
図
を

語
り
、
今
後
は
外
部
か
ら
も
招
い
て
同
様

の
会
を
開
き
た
い
と
抱
負
を
話
し
た
。

　

雨
上
が
り
の
六
月
十
一

日
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

執
り
行
わ
れ
た
地
鎮
祭
に
は

本
学
理
事
で
あ
る
森
下
隆
生

伊
勢
市
長
を
は
じ
め
各
界
か

ら
三
十
九
名
が
参
列
し
た
。

　

斎
主
を
務
め
る
本
澤
雅
史

神
道
学
科
教
授
が
祝
詞
を
奏

上
。
敷
地
の
平
安
堅
固
、
工

事
の
安
全
を
祈
念
し
た
後
、

佐
古
一
洌
理
事
長
に
よ
る
草

苅
初
の
儀
、
工
事
関
係
者
に

よ
る
穿
初
の
儀
が
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
、
関
係
者
一
同
、

記
念
事
業
完
遂
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
た
。
祭
儀
終
了
後

は
本
部
大
会
議
室
で
直
会
が

行
わ
れ
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
皇
學

館
高
校
と
伊
勢
工
高
野
球
部

三
年
の
控
え
選
手
を
中
心
と

し
た
親
善
試
合
が
六
月
十
六

日
、
倉
田
山
公
園
野
球
場
で

行
わ
れ
た
。「
ベ
ン
チ
入
り
で

き
な
い
選
手
た
ち
に
も
晴
れ

舞
台
を
」
と
岡
部
博
英
監
督

の
発
案
で
始
ま
っ
た
こ
の
試

合
は
今
回
で
二
年
目
。
公
式

試
合
で
こ
そ
な
い
も
の
の
三

年
間
コ
ツ
コ
ツ
練
習
し
て
き

た
成
果
を
発
揮
で
き
る
絶
好

の
機
会
。
ま
た
、
内
容
に
よ

っ
て
は
県
大
会
の
メ
ン
バ
ー

入
り
と
な
る
可
能
性
も
高
い

た
め
、
選
ば
れ
た
十
七
名
の

部
員
た
ち
は
一
様
に
気
合
の

こ
も
っ
た
表
情
を
し
て
い

た
。

　

外
野
を
中
心
に
守
る
中
西

諒
太
君
は
緊
張
し
て
あ
ま
り

眠
れ
な
か
っ
た
そ
う
。
そ
れ

　

九
月
四
日
〜
六
日
に
か
け

て
東
京
の
国
立
競
技
場
で
行

わ
れ
る
天
皇
賜
杯
第
七
十
八

回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
（
全
日
本
イ
ン

カ
レ
）
に
、
教
育
学
科
二
年

生
の
入
山
怜
紗
さ
ん
と
、
同

学
科
二
年
生
の
小
野
郁
文
君

が
出
場
す
る
。

　

陸
上
競
技
部
の
入
山
さ
ん

は
、
短
距
離（
一
〇
〇
㍍
）に

出
場
。
昨
年
の
記
録
が
全
日

本
イ
ン
カ
レ
の
標
準
記
録

（
12
秒
35
）を
き
っ
て
い
る
た

新
一
号
館
の
地
鎮
祭
を
斎
行

新
一
号
館
の
地
鎮
祭
を
斎
行

平
成
二
十
二
年
九
月
の
完
成
め
ざ
す

　

記
念
事
業
の
一
環
で
あ
る
新
一
号
館
の
建
設
工
事
が
こ

の
夏
か
ら
本
格
化
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
建
設
予
定
地

に
お
い
て
学
校
関
係
者
や
工
事
関
係
者
が
見
守
る
な
か
地

鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
完
成
は
平
成
二
十
二
年
九
月
の

予
定
。

伊
勢
市
長
ら
約
四
十
名
が
参
列

伊
勢
市
長
ら
約
四
十
名
が
参
列

十
七
年
四
月
に
皇
學
館
再
興

と
同
時
に
完
成
し
た
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て

（
延
床
面
積
約
二
七
〇
〇
㎡
）

の
校
舎
で
あ
る
。
し
か
し
、

建
築
基
準
法
の
度
重
な
る
改

安
全
基
準
を
満
た
す
新
校
舎

安
全
基
準
を
満
た
す
新
校
舎

　

現
在
の
一
号
館
は
昭
和
三

　皇
學
館
高
校
野
球
部

控
え
選
手
中
心
に
親
善
試
合

Sports

障
が
い
者
学
生
が
自
身
の
体
験
語
る

障
が
い
者
学
生
が
自
身
の
体
験
語
る
◆
名
張
学
舎

名
張
学
舎

で
も
試
合
開
始
時
刻
が
近
づ

く
と
眠
気
も
吹
き
飛
ん
だ
様

子
で
、「
自
分
の
持
ち
味
で
あ

る
元
気
の
良
さ
を
大
切
に
し

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。
フ

ァ
ー
ス
ト
の
清
水
健
吏
君
は

　皇
學
館
大
学

二
名
が
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場

め
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
小

学
校
の
頃
か
ら
短
距
離
を
は

じ
め
た
入
山
さ
ん
。
全
日
本

イ
ン
カ
レ
へ
の
抱
負
を
「
自

己
ベ
ス
ト（
12
秒
）を
出
し

て
、準
決
勝
へ
進
出
し
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

駅
伝
競
走
部
の
小
野
君

は
、
五
月
に
瑞
穂
陸
上
競
技

母
親
か
ら
「
頑
張
っ
て
」
と

メ
ー
ル
が
あ
っ
た
こ
と
を
語

り
、「
仕
事
を
休
ん
で
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
親
や
友

達
の
た
め
に
も
、
力
い
っ
ぱ

い
プ
レ
ー
し
た
い
」
と
意
気

場
で
行
わ
れ
た
第
七
十
五
回

東
海
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会（
東
海
イ
ン
カ
レ
）

の
長
距
離（
一
五
〇
〇
㍍
）に

て
優
勝
し
た
た
め
出
場
権
を

獲
得
。
週
六
日
、
駅
伝
競
走

部
に
て
朝
練
・
午
後
練
に
励

ん
で
い
る
。
一
五
〇
〇
㍍
を

走
る
こ
と
で
ス
ピ
ー
ド
を
身

に
つ
け
、〝
本
業
〞
で
あ
る
駅

伝
に
生
か
し
た
い
、
と
い
う

小
野
君
。「
標
準
タ
イ
ム
を
き

る
こ
と
が
目
標
」
と
語
り
意

欲
を
み
せ
た
。

　

と
も
に
初
出
場
の
二
名
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

込
ん
で
い
た
。

　

試
合
は
七
対
〇
で
伊
勢
工

が
勝
ち
昨
年
の
雪
辱
を
晴
ら

さ
れ
た
結
果
に
。
次
の
「
勝

利
」
は
後
輩
た
ち
に
託
さ
れ

た
。

正
に
よ
り
耐
震
基
準
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
た
。
ま
た
、
自
然
災
害
時

に
お
け
る
学
生
の
安
全
確
保

や
、
新
学
部
開
設
、
名
張
学

舎
統
合
な
ど
に
よ
り
学
習
環

境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
新

た
に
建
設
を
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

完
成
予
定
は
平
成
二
十
二

年
九
月
。
工
事
は
二
期
に
分

か
れ
て
お
り
、
Ⅰ
期
は
講
義

棟
（
五
階
建
一
部
三
階
建
約

五
千
㎡
）・
実
験
実
習
棟（
五

階
建
約
三
三
〇
〇
㎡
）
の
建

設
に
着
手
す
る
。
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　私が研究を志したきっかけは、な
ぜ太平洋戦争が起こったんだろう、
という疑問からです。戦争は、それ
までの政治や外交の対外的破局とい
うことですから、私の関心は勢い外
交に重心が移りました。近代の歴史
は何も戦争をするため
に発展してきた訳でも
ない、とも思うに至り
ました。では一体何をめざして、ど
のようにして近代史は発展、展開し
てきたのか。今はそうした観点から
歴史を見ています。
　ゼミでは石射猪太郎という戦前期
の外交官の日記をテキストに使って

ます。昭和11年の上海総領事時代と
翌12年の外務省東亜局長時代の日記
を半月分ずつ学生に調べさせて報告
させています。昭和12年といえば盧
溝橋事件、日中戦争勃発の年です。
石射という人は蔣介石や中国ナショ

ナリズムをよく理解していたし、拡
大路線をとろうとする軍部やそれに
引きずられる広田外相にも非常に強
い不満を抱いています。歯に衣着せ
ずものを言うタイプで、読んでると
実に面白いですよ。

　「大学はゼミが命である」とシラバ
スに書きました。ゼミに真剣に取り
組むことで、歴史を専攻する学生と
して必要な、様々な素養が身に付き
ます。史料や文献の読解力、調査力、
真偽を見分ける力、まとめる力、そ

して質問に対する応答
もありますからコミュ
ニケーション力やソリ

ューション能力も…。実はそれらは
社会人として必要なスキルでもある
んですね。ゼミは学問の醍醐味を知
る入り口であるとともに、自らが「有
用な人材」となるための力を養う場
だと思います。

クローズアップゼミ
研究室探訪2

国史学科
田浦雅徳ゼミ

ゼミは学問の醍醐味を知る入り口

　夏休みは長いようであっという間に終わ
ってしまうのが私の実体験であった。貴重
な時間を有意義にかつ楽しめる本として、
「坂の上の雲」をお薦めしたい。この小説
はご承知の通り、三百年近く続いた封建制

を打破し近代国家となった明治時代、その中でも日露戦争
を中心に描かれている。近代国家として出発し、たった三
十年で超大国ロシアと何故戦争となりどのような理由で勝
利したかが克明に描かれている。勝利の理由は、外交政策、
陸海軍の戦略等が有機的に機能したからに他ならない。組
織の一員として、また、人の生きざまとしても示唆深い、
とっておきの「一冊」でもある。
 事務局長　大竹辰也

プロ直伝、小説の読み方指南

『若い読者のための
短編小説案内』
村上春樹著（文春文庫・470円）
 

一気に読み通せる、
極上のハードボイルド

『ゴールデンスランバー』
伊坂幸太郎著（新潮社・1680円）
 

夏の
イチオシイチオシ本

　気持ちの良い午後に「そういえば、こん
な素晴らしい本をこのあいだ読んだんだ
よ」と誰かに語りかけられることの、「そう
だね、あれはほんとうに見事な小説だった
ね」と語り合えることの、単純で純粋な喜

び。……この本のあとがきにある著者の言葉です。面白く
て堅苦しくなくてそれでいて大事なポイントははずさな
い、この書き手ならではの丹念な作品へのアプローチは勿
論ですが、おすすめの理由は何よりも冒頭の言葉につきま
す。この夏、皆さんにも多くの素晴らしい本との出会いが
ありますように。 国文学科准教授　三品理絵

悪口はどんな罪？ 中世人の法意識

『中世の罪と罰』
網野善彦ほか著
（東京大学出版会・2940円）
 

読後、すっきりした気分に

『他人と深く関わらずに
生きるには』
池田清彦著（新潮文庫・380円）
 

　池田さんは構造主義生物学という学説を
提唱した生物学者です。その立場にもとづ
いて、『正しく生きるとはどういうことか』
（新潮文庫）を出版しました。今回推薦した
のは、その続編にあたります。池田さんの

主張の基本は「自由」です。お互いに相手の「自由」を尊
重しながら自分もできるだけ「自由」に生きる。そのため
の考え方や社会システムとはどのようなものか。毎日生き
るだけで疲れているひと。読後はきっと元気になります。

コミュニケーション学科教授　森　真一

　今日、図書の寿命はきわめて短く、私が
学生時代に「感銘を受けた図書」の多くは
絶版となっていて、学生に「おススメ」し
づらい。そんな中、本書は未だに読み継が
れている。昔ながらの英雄伝記集成的な「歴

史」にも、当時（私の学生時代）流行の階級闘争史観的な「歴
史」にも違和感を覚えていた私にとって、「悪口の罪」には
じまる「社会史」の面白さは強烈であった。私と同世代の
中世史研究者で、本書の洗礼を受けなかった者はいまい。

国史学科教授　岡野友彦

頬を濡らすこと3回、自問の連続

『夜回り先生と
夜眠れない子どもたち』
水谷修著（小学館文庫・500円）
 

　不覚にも 3回涙を流してしまった。あま
りにも有名なこの著者。本学にも一昨年講
演に来てもらった。それにしてもすさまじ
い家族（母ひとり、子ども11人、父親は全
て違う、孫も 2人）もあり、驚くしかなか

った。が、本書に描かれている子どもたちはそれこそごま
んといるだろう。その子たちにあふれんばかりの愛情をふ
りそそいで力になろうとする著者。立派の一言では表現で
きない。私自身もひとりの教員として、学生に何がしてや
れるのだろうか。 教育学部長（教育学科教授）　深草正博

明治人の生き方、生きざま

『坂の上の雲』（全 8巻）
司馬遼太郎著（文春文庫・670円）
 

　今回は、最近読んだ本で心を揺り動かさ
れた小説を紹介します。主人公は巨大な組
織の陰謀から首相暗殺という容疑をかけら
れ、追われる身となります。その主人公を
助けようと大学時代の元カノが手を差し伸

べます。その元カノが主人公に残したメモの言葉に胸の奥
がぎゅっと絞られました。人と人とのつながりが生きる力
を支えていることに改めて気づかされます。スピーディー
な展開、丁寧な人間関係の描写、そして快哉を叫びたくな
るような結末。文句なく楽しめる作品です。
 社会福祉学科教授　守本友美

　山好きなら誰もが知る名著である。郷里
の名山を再認識するもよし。旅先の高山を
確認するにも、山岳信仰を探るにもよし。
若い皆さんに是非手に取ってもらいたい本
である。私蔵本の地図には登った順に番号

と年月が記されている。ひとつひとつの番号の意味は重い。
登った時のことを思い出し、その頃の自分を思い出させる。
あそこの家を出て、夜行で行って、あそこに泊まったなぁ。
何々さんと一緒だった…。この本は山に向かう車中でワク
ワクしながら読み、また山頂でうなずきながらも読み、韋
編三絶。登った数は100にはほど遠いが、一年一年、新た
な番号をつけていきたい。 神道学科教授　河野　訓

日本にはかくも美しき山々がある

『日本百名山』
深田久弥著（新潮文庫・740円）
 

正岡子規が唯一認めた歌人

『橘曙覧全歌集』
水島直文・橋本政宣編注
（岩波文庫・900円）※現在品切れ中
 

　正岡子規が、鎌倉三代将軍源実朝以降、
歌人として只一人と絶賛した橘曙

あけ

覧
み

の全歌
集が、求めやすい文庫本として発刊されて
いる。「眼

まのあたり

前今も神代ぞ神無くば草木も生
ひじ人も生まれじ」「吹く風の目にこそ見

えね神々はこの天
あめ

地
つち

にかむづまります」などの歌からは、
曙覧が神道的に極めて深い境地に達していたことが知られ
るが、本学の学生諸君には、是非とも座右の書として、繰
返し愛吟戴きたい。
 学長　伴 五十嗣郎

教職員がオススメする
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　　今日のトークテーマは「夏休み
の過ごし方」です。読者のなかには
まだ夏の予定を決めてない人も多い
と思うので、アドバイスを兼ねてざ
っくばらんにお話いただければ。ま
ず、臼井さんは 4年生ですね。学年
ごとに過ごし方は変わりましたか？

臼井　そうですね。
今は 4年生なので就
活で忙しいです。保
育士をめざしている
のですが、本格的な
求人が始まるのは秋。夏休みは応募
を考えている保育所をいくつか見学
する予定です。それを考えると、 1
年の時は今思い返しても何をしてた
んだろう？（笑）。 2年は皇名祭（学
園祭）の実行委員をしていたので準
備が大変でしたね。その分、充実し
ていましたけど。
江尻　僕はスクーターで愛知や大阪
の大学に進んだ友達の家を廻る予定
です。高校を卒業してから半年経っ
てみんな落ち着いた頃だし。
仲西　わたしは福岡
から出てきたばかり
でまだ伊勢をよく知
らないので、町歩き
などしてから里帰り
しようと思っています。わたしも地
元の友達に会いたいですね。

　　 1年の夏休みは友人と過ごす人
が多いようですね。 2年生、 3年生
の方はいかがですか。

山田　僕は仲間と自転車で伊勢神宮
125社めぐりをする予定です。去年、

1日 8時間かけて 2日で80社を廻り
ました。今年は残りのお社を参拝し
て初志貫徹したいです。
安藤　モデル事務所
に所属しているので
すが、1、2年のとき
はショーや撮影など
で東京に何度も足を
運んだりして自分の時間が取れなか
ったんです。今年は視野を広げるた
めに大学主催のイギリス短期留学に
参加して、研究（ゼミ）旅行で北京へ
も行く予定です。

松友　北海道出身の僕からみると、
伊勢は京都をはじめ、関西方面に日
帰りで行ける地理的に便利な土地な
んですよ。それを逃す手はないので、
あちこちの城址や名所旧跡を見たい
と思っています。去年は姫路城や厳
島に行ってきました。

　　就職を視野に入れての活動は？

江尻　僕はまだ 1年
生なので正直ピンと
こないですが……。
教職をめざしている
ので、今のうちにた
くさんの経験を積んでおきたいと考
えています。学内にとどまらず、学
外の人と触れ合う場を積極的に持ち
たいなと。

仲西　わたしも 1年生なのでまだ実
感はありません。ただ、振り返った
ときに「あの時はこれをしたな～」
と言える夏休みにしたい。ただ漫然
と過ごすのはもったいない気がしま
す。
山田　夏になると、
とくに山岳地域にあ
る神社からアルバイ
トの募集がかかるん
です。僕は神職を志
望しているので、将来のためにも応
募しようと考えています。

松友　みんな真面目ですね。個人的
にはダラダラする時があってもいい
とは思いますが（笑）。でも、 3年に
なるとそればかりじゃいけないのは
たしか。今年の夏は、前半は遊んで、
後半にはやっぱり就職に向けて何か
アクションを起こしたいと思ってい
ます。

　　夏休みを有意義に過ごすため
に、読者に向けてアドバイスをお願
いします。

山田　せっかくまとまった休みが取
れる夏休み。やりたいことというよ
り、ふだん忙しくて出来なかったこ
とをリストにして、それを一つ一つ
こなしていけば自然と充実した夏休
みになるんじゃないでしょうか。

安藤　就職している友達からは「社
会人になったら時間が取れないか
ら、今のうちにいろんなことをして
おいた方がいいよ」と言われます。
何でもいいからこれを一つやり遂げ
たという出来事を持つといいと思い
ますね。
松友　海外へ行くの
もいい機会ですが、
国内でもいろんな経
験ができると思うん
です。何といったっ
て、言葉が通じますし、時間もたっ
ぷり使える。密度の濃い旅をするの
もおすすめですよ。
臼井　やはり 3、4年の夏と 1、2年
の夏は違います。プレッシャーのな
い時期に、思いっきりはじけて遊ん
で、想い出あふれる夏にしてほしい
ですね。

夏休みの過ごし方
待ちに待った夏休みがやって来ました! 今回は、学年・学科がそれぞれ違う学生のみなさんに
集まっていただき、夏の過ごし方を話していただきした。

座談会出席者

山田　拓也
安藤さゆり
松友　良太
仲西恵里奈
江尻　真彦
臼井　美宮

【聞き手】玉田　功 

編集部より

いかがでしたか？ メンバーの意
見をヒントに、有意義な夏休みを
過ごしてください。
最後に、編集部よりおすすめの旅
本を紹介します。

『お伊勢さん
125社めぐり』

（伊勢文化舎・1260円）
 

神宮は内宮・外宮のほかに別宮や摂社・末社
など125社から成り立っています。本書では
各地に点在する125社を地域ごとにコース分
けし、ウオーキングガイドブックとしても充
実した内容となっています。

『深夜特急』
（全 6巻）

沢木耕太郎著
（新潮文庫・420～460円）
 

インドのデリーからイギリスのロンドンまで
乗合いバスで行く。ある日そう思い立った26
歳の〈私〉は、仕事をすべて投げ出して旅に出
た　　ノンフィクション作家・沢木耕太郎の
紀行文。バックパッカーの間でバイブル的な
存在となった本です。
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興味のあ
る人は

総務課
まで!



 

 

 

  

　

六
月
四
日
、
本
校
の
姉
妹
校
で

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ

ル
ン
近
郊
に
あ
る
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
・

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
一
行

が
来
日
し
た
。
一
行
は
生
徒
十
五

名（
男
子
八
名
・
女
子
七
名
）と
引

率
教
員
二
名
。
同
校
か
ら
の
訪
問

は
一
年
お
き
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
四
度
目
に
な
る
。

　

二
日
間
の
滞
在
で
あ
っ
た
が
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
過
ご
し

た
り
校
外
研
修
（
安
土
桃
山
文
化

村
訪
問
・
内
宮
参
拝
・
お
か
げ
横

丁
散
策
）
に
出
か
け
た
り
し
て
、

日
本
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
よ

う
だ
。
書
道
の
時
間
に
は
自
分
た

ち
の
名
前
の
当
て
字
で
あ
る
漢
字

を
練
習
。
剣
道
の
時
間
で
は
木
刀

で
の
紙
切
り
に
挑
戦
し
た
。
初
め

て
の
体
験
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら

も
最
後
に
は
見
事
紙
を
真
二
つ
に

切
る
生
徒
も
い
て
、
歓
声
の
湧
く

中
で
楽
し
く
授
業
を
終
え
た
。
そ

の
後
一
行
は
日
本
人
ホ
ス
ト
生
と

共
に
終
礼
に
出
席
。
最
後
の
別
れ

を
惜
し
ん
だ
。

　

な
お
本
校
か
ら
の
訪
問
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
中
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

五
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
三
重
県
高

校
総
体
に
お
い
て
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
が
最
終
リ
ー
グ
戦
を
三
勝
〇

敗
で
制
し
、優
勝
。全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
へ
の
初
出
場
を
決

め
た
。
各
ク
ラ
ブ
と
も
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
練
習
試
合

不
足
な
ど
か
ら
本
来
の
実
力
を
発

揮
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、

　

六
月
九
日
、
県
営
陸
上
競
技
場

に
お
い
て
連
合
陸
上
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
同
大
会
は
伊
勢
市

内
の
十
三
校
が
集
い
、
全
校
生
徒

で
応
援
す
る
大
規
模
な
大
会
で
あ

る
。
本
学
で
は
約
二
カ
月
前
か
ら

選
手
二
十
六
名
や
校
友
会
役
員
を

中
心
と
し
た
応
援
リ
ー
ダ
ー
四
十

九
名
が
練
習
を
重
ね
て
き
た
。

A日程 B日程
入 学 資 格 平成22年 3月小学校卒業見込みの者（男女共学）

募 集 人 員 約60名 約10名

出 願 書 類 ●入学志願票（本校所定の用紙・受験票を含みます）
●受験料 12,000円（受験票をもって領収書に代えます）

出 願 期 間

平成21年12月14日㈪～24日㈭
午前 9時～午後 3時
※12月19日㈯は正午まで。
　12月20日㈰・23日㈷は受付ができません。

平成22年 1 月12日㈫～16日㈯
午前 9時～午後 3時
※ 1月16日㈯は正午まで。
　

出 願 方 法

【学校事務室に持参の場合】
出願書類を取り揃え、所定の封筒に入れてご持参下さい。（切手は不要です）
【郵送の場合】出願書類と受験票返信用封筒（住所・氏名の記入、返信切手〈書留速達代770
円〉の貼付が必要）を、所定の出願用封筒に入れ、必ず書留速達で下記までお送り下さい。
➡ 〒516-8588 伊勢市楠部町138　皇學館中学校事務室　TEL0596－23－1398　
※12月24日㈭ 午後 3時必着 ※ 1月16日㈯ 正午必着

試 験 日 時 平成22年 1 月 9日㈯ 午前 9時30分より 平成22年 1 月17日㈰ 午前 9時30分より

試 験 教 科 国語・算数・作文（各50分・100点） 国語・算数（各50分・100点）

合 否 発 表
各ご家庭に郵送します（電話によるお問い合わせにはお答えできません）

平成22年 1月12日㈫ 平成22年 1月20日㈬

合格者登校日 平成22年 1月16日㈯ 午前10時より本校にて 平成22年 1月23日㈯ 午前10時より本校にて

入 学 手 続
入学金 45,000円 ＋ 教育充実費 150,000円 ＝ 計 195,000円

1 月15日㈮ 午後 3時までに、所定の用紙に
て、必ず銀行窓口でお納めください。

1 月22日㈮ 午後 3時までに、所定の用紙に
て、必ず銀行窓口でお納めください。

学 費
●授業料 21,500円　●教育充実費 10,000円　
●その他 4,300円（保護者会費・後援会費・校友会費・図書費ほか）
※入学試験の成績優秀者は選考の上特別奨学生として授業料免除の特典が与えられます。

特 別
奨学生制度

人物優秀で、次のいずれかの基準を満たす者から選考し、入学金及び授業料の納入を免除し
ます。（入学を確約する者に限ります）
❶入学試験の成績が特に優秀な者
❷小学校長又は学習塾長から学業成績が特に優秀であると推薦され、入学試験の成績が優秀な者

皇學館中学校  
平成22年度平成22年度 生 徒 募 集 要 項生 徒 募 集 要 項

日　時 平成21年 9 月27日㈰ 10時～12時
場　所 本校セミナーホールと各教室
学校見学は随時行っておりますので、お気軽にお問い合せ下さい。
皇學館中学校 事務室 TEL0596－23－1398

平成22年度　平成22年度　
学 校 説 明 会学 校 説 明 会
●体験授業 ●平成21年度入試の結果
●平成22年度入試についての説明

　

五
月
十
二
日
に
春
季
遠
足
が
実

施
さ
れ
、
青
空
の
下
、
学
年
別
で

親
睦
を
深
め
た
。

　

一
年
生
は
奥
伊
勢
フ
ォ
レ
ス
ト

ピ
ア
で
パ
ン
作
り
・
陶
芸
作
り
に

分
か
れ
て
体
験
し
た
。
ど
ち
ら
も

初
め
て
の
生
徒
が
多
く
、
担
当
の

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

制
作
し
て
い
た
。
二
年
生
は
メ
ナ

ー
ド
青
山
リ
ゾ
ー
ト
へ
。
風
景
の

デ
ッ
サ
ン
を
し
、
後
日
教
室
に
全

員
の
絵
が
掲
示
さ
れ
た
。
教
員
に

よ
る
特
別
賞
や
生
徒
で
選
ん
だ
ク

ラ
ス
賞
な
ど
も
発
表
さ
れ
、
遠
足

が
終
わ
っ
て
も
な
お
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。
三
年
生
は
モ
ク
モ
ク
フ

ァ
ー
ム
に
行
き
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作

り
を
体
験
し
た
。
肉
を
腸
に
詰
め

る
作
業
は
思
っ
た
よ
り
難
し
か
っ

た
よ
う
で
、
二
人
一
組
で
息
を
合

わ
せ
て
作
っ
て
い
た
。

募 集 定 員 345名（予定）

入 学 資 格 中学卒業者および平成22年 3月卒業見込みの者

出 願 期 間 平成22年 1 月 8日㈮～1月16日㈯ 午前 9時～午後 3時まで
※16日㈯は正午まで。ただし9日㈯・10日㈰・11日㈪は受け付けません。

出 願 手 続

●入学願書（本校所定の用紙）
●調査書（本校所定の用紙）
●受検料 12,000円
※本校所定の用紙（郵便振替）にて、必ずゆうちょ銀行窓口で、お納めください。

入 学 検 査
【日　時】 1 月29日㈮ 10時までに入場完了
【教　科】国語・数学・英語
【検査場】皇學館高等学校

合 格 発 表 2 月 5日㈮に、合格通知を中学校と本人宛に発送します。
（電話によるお問い合わせには、お答えできません）

入 学 手 続 2 月12日㈮午後 3時までに、入学金45,000円を納入してください。
（所定の用紙にて、必ず銀行窓口でお納めください）

学　　 費

【入学時の経費】 教育充実費（入学時） 200,000円　　　　　　　　　
【入学後の経費】（月額） 授業料  21,500円　　　　　　　　　
 教育充実費  10,000円　　　　　　　　　
 その他  4,400円　　　　　　　　　

特　　 典
❶入学後、学業・性行ともに優秀な生徒に対しては授業料免除の制度があります。
❷皇學館大学への進学希望者には、附属高校特別推薦枠などの特典があります。

推薦および
特別奨学生
に つ い て

❶「特別進学コース」「進学コース」それぞれのコースに推薦制度があります。
❷学習成績優秀と認められる生徒、および体育・文化面における技能の優秀者に対
して、特別奨学生としての特典が与えられます。（入学金・授業料の免除）

皇學館高等学校  
平成22年度平成22年度 生 徒 募 集 要 項生 徒 募 集 要 項 オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
生
徒
が
来
日

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
快
挙
続
出

そ
ん
な
状
況
下
で
の
快
挙
は
特
筆

に
値
す
る
。
ま
た
、
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
が
三
年
ぶ
り
五
回
目
の

出
場
。
柔
道
の
個
人
戦
で
河
田
知

足
君
・
山
下
大
輔
君（
共
に
三
年
）、
卓

球
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
松
本
陽
奈
さ

ん（
三
年
）・
大
西
伶
奈
さ
ん（
二
年
）、

陸
上
棒
高
跳
び
の
田
中
僚
君
（
三

年
）
が
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
て
い
る
。

六
名
が
入
賞
す
る
な
ど
大
健
闘

第
五
十
九
回
伊
勢
市
中
学
校
春
季
連
合
陸
上
競
技
大
会

親睦深めた春季遠足親睦深めた春季遠足

　

四
月
二
十
三
日
に
体
育
館
で
新

入
生
歓
迎
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
た
。
種
目
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
。

男
女
別
に
Ａ
組
三
チ
ー
ム
、
Ｂ
組

三
チ
ー
ム
の
縦
割
り
で
グ
ル
ー
プ

が
結
成
さ
れ
、
計
六
チ
ー
ム
が
約

三
時
間
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

試
合
が
始
ま
る
と
気
合
の
入
っ

た
声
が
館
内
に
響
き
、
最
初
は
緊

張
し
て
い
た
新
入
生
も
だ
ん
だ
ん

と
自
ら
ボ
ー
ル
を
取
り
に
行
く
よ

う
に
。
上
級
生
が
一
年
生
に
ボ
ー

ル
を
渡
す
場
面
も
見
ら
れ
、
学
年

の
壁
を
越
え
チ
ー
ム
が
団
結
し
て

い
く
様
子
が
わ
か
っ
た
。
決
勝
戦

が
近
づ
く
に
つ
れ
声
援
は
大
き
く

な
り
、
コ
ー
ト
内
の
盛
り
上
が
り

も
一
層
増
し
て
い
っ
た
。
男
子
優

勝
は
Ａ
Ａ
チ
ー
ム
、
準
優
勝
は
Ｂ

Ａ
チ
ー
ム
、
女
子
優
勝
は
Ｂ
Ｃ
チ

学
年
の
壁
越
え
団
結

新
入
生
歓
迎
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ー
ム
、
準
優
勝
は
Ａ
Ｂ
チ
ー
ム
と

な
っ
た
。

　

当
日
、
生
徒
た
ち
は
他
校
に
負

け
じ
と
練
習
よ
り
も
気
合
の
こ
も

っ
た
声
援
を
送
っ
て
い
た
。
今
年

は
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
だ
っ
た
た
め

選
手
と
の
距
離
も
近
く
、
自
然
に

声
も
大
き
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
声

援
が
届
い
た
の
か
選
手
た
ち
は
本

領
を
発
揮
。
決
勝
戦
へ
と
駒
を
進

め
る
者
が
続
出
し
、
結
果
、
自
己

ベ
ス
ト
が
出
る
な
ど
六
人
が
入
賞

す
る
大
健
闘
を
み
せ
た
。
学
校
に

戻
る
と
試
合
に
つ
い
て
満
足
そ
う

に
話
す
選
手
や
、
来
年
の
応
援
方

法
に
つ
い
て
考
え
を
話
す
リ
ー
ダ

ー
の
姿
に
生
徒
た
ち
の
充
実
ぶ
り

が
表
れ
て
い
た
。
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電
化
製
品
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
Ｃ

Ｅ
な
ど
と
記
さ
れ
た「
安
全
マ
ー
ク
」を

ご
存
じ
で
す
か
？　

各
国
が
定
め
る
安

全
基
準
に
合
う
こ
と
を
示
す
も
の
で

す
。
私
は
現
在
、
市
場
に
流
通
す
る
電

化
製
品
が
国
内
外
の
人
々
に
よ
り
安
全

に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
試
験
や
認
証
を

行
う
会
社
で
働
い
て
い
ま
す
。
中
で
も

電
化
製
品
を
輸
出
す
る
際
に
必
要
に
な

る
各
国
へ
の
申
請
や
調
査
な
ど
を
主
に

扱
う
事
業
所
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
系
か
ら
理
系
の
会
社
へ　
　

と
全

く
違
う
分
野
へ
進
ん
だ
た
め
、
入
社
当

初
は
電
気
の
用
語
な
ど
が
全
く
分
か
ら

ず
、
中
学
校
の
理
科
や
工
業
高
校
の
教

科
書
を
友
人
か
ら
借
り
て
勉
強
し
ま
し

た
。

　

社
会
人
二
十
六
年
目
を
迎
え
た
今
、

実
感
す
る
の
は
、
礼
儀
作
法
や
言
葉
遣

い
が
知
識
以
上
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
点
、
皇
大
は
挨
拶
の

仕
方
や
敬
語
の
使
い
方
な
ど
社
会
人
と

し
て
の
基
本
を
学
生
生
活
を
送
る
中
で

自
然
と
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
素

晴
ら
し
い
環
境
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
き
っ
と
将
来
、
皇
大
で
の

生
活
が
生
き
る
と
き
が
く
る
で
し
ょ

う
。
よ
き
先
生
や
先
輩
方
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

世
古
浩
子
氏　
株

文
学
部
教
育
学
科
第
七
期（
昭
和
六
十
年
三
月
）卒

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名
・
金
額
等
の

掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
■
教
職
員
／
2
名

創立130周年・再興50周年記念事業寄付金
進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

632 775,547,000 738,537,000

715 78,494,000 73,944,000

44 31,305,000 31,185,000

1,743 72,023,000 72,023,000

103 61,575,000 60,565,000

247 57,612,000 56,607,000

合　　　計 3,484 1,076,556,000 1,032,861,000

　

学
校
法
人
皇
學
館
の
周
年
記
念
事
業
募
金
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
掲
載

は
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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甘
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教
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神
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界
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甘
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甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

館　
　

友

◆◆

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

寄

付

者

芳

名

寄

付

者

芳

名

◆◆
皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

 

岐
阜
県 

四
万
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﹇
二
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岐
阜
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瑞
浪
市
支
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瑞
浪
市
明
世
町
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三
重
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十
万
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落
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富
美
子
様

 

学
校
法
人
皇
學
館
教
職
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五
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近
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卓
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国
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ホ
テ
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学
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法
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皇
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教
職
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近
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甘

甘
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本
法
人
関
係

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

篤
志・そ
の
他

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、ご
芳
名
・
金

額
等
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な

い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別

記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
同
窓
会
員
／
1
名　

■
教
職
員
／
1
名

　学校法人皇學館の平成20年度決算は、平成21年 5 月28日㈭開催の理事会で承認され
ましたので公表いたします。
　なお、公式ホームページ（http://www.kogakkan-u.ac.jp/）の学校法人皇學館IR 情
報公開「事業報告平成20年度」にて、学生数・入学生数・進路（就職）状況及び法人の
事業実績、決算の詳細説明を公開しておりますので、併せてご覧ください。
　平成20年度収支決算書は、以下のとおりです。

【注意】
●記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
●貸借対照表の注記は省略しています。

■1資金収支計算書
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュ
フロー計算書に近いもので、当該会計年度の教
育研究活動及びその活動に付随する全ての資金
の動きと内容を明らかにすることを目的として
います。

●支出の部
人件費支出 3,208,385 3,165,841 42,543
教育研究経費支出 1,050,442 953,540 96,901
管理経費支出 1,080,245 1,084,924 △4,679
借入金等利息支出 11,482 11,481 1
借入金等返済支出 68,750 68,750 0
施設関係支出 189,749 180,823 8,925
設備関係支出 96,230 98,556 △2,326
資産運用支出 967,186 979,503 △12,317
その他の支出 88,414 88,227 186
資金支出調整勘定 △597,316 △601,457 4,141
当年度資金支出合計② 6,163,567 6,030,188 133,379
次年度繰越支払資金 1,547,749 1,745,687 △197,938
支出の部合計 7,711,316 7,775,879 △64,562

当年度資金収支差額
①－② △972,050 △774,113 △197,941

●消費支出の部
人件費 3,387,922 3,345,049 42,872
教育研究経費 1,533,341 1,423,584 109,756
管理経費 1,133,720 1,130,823 2,896
借入金等利息 11,482 11,481 1
資産処分差額 30,527 36,262 △5,735
消費支出の部合計② 6,096,992 5,947,200 149,791

●収入の部
学生生徒等納付金収入 3,829,194 3,825,803 3,390
手数料収入 76,476 77,801 △1,325
寄付金収入 124,801 147,153 △22,352
補助金収入 755,565 755,660 △95
資産運用収入 61,786 68,241 △6,455
資産売却収入 0 265 △265
事業収入 44,748 37,480 7,267
雑収入 235,302 238,661 △3,359
前受金収入 717,809 743,813 △26,004
その他の収入 311,751 333,280 △21,528
資金収入調整勘定 △965,915 △972,082 6,167
当年度資金収入合計① 5,191,517 5,256,075 △64,562
前年度繰越支払資金 2,519,799 2,519,799
収入の部合計 7,711,316 7,775,879 △64,562

●消費収入の部
学生生徒等納付金 3,829,194 3,825,803 3,390
手数料 76,476 77,801 △1,325
寄付金 132,301 159,515 △27,214
補助金 755,565 755,660 △95
資産運用収入 61,786 68,241 △6,455
事業収入 44,748 36,968 7,779
雑収入 236,637 240,037 △3,400
帰属収入合計① 5,136,707 5,164,030 △27,323
基本金組入額合計 △887,104 △813,199 △73,904
消費収入の部合計 4,249,603 4,350,830 △101,227

■2消費収支計算書
　この計算書は、企業会計における損益計算書
にあたるものであり、帰属収入（負債とならない
収入）から基本金組入額（施設や設備などの取得
にあてる額）を控除した消費収入と消費支出を
比較して均衡状況を明らかにすることを目的と
しています。

■3貸借対照表
　この計算書は、決算日における資産及び負債、
基本金、消費収支差額の内容及び在り高を明示し、
学校法人の財政状態を明らかにすることを目的と
しています。

●資産の部
固定資産 18,265,931 17,744,244 521,687
　有形固定資産 14,503,906 14,759,949 △256,042
　　土地 1,259,204 1,259,204 0
　　建物 9,912,992 10,261,399 △348,407
　　構築物 1,001,401 1,009,834 △8,433

教育研究用機器備品 355,683 406,284 △50,600
その他の機器備品 78,307 83,391 △5,083

　　図書 1,748,971 1,698,167 50,803
　　車輛 28,153 31,323 △3,170
　　建設仮勘定 119,192 10,342 108,849
　その他の固定資産 3,762,025 2,984,295 777,729
　　借地権 8,723 8,723 0
　　電話加入権 3,959 3,959 0
　　施設利用権 18,573 23,216 △4,643
　　有価証券 635,020 684,998 △49,978
　　敷金 5,180 5,540 △360
　　差入保証金 4,960 5,200 △240
　　預託金 10,000 10,000 0
　　長期貸付金 12,800 11,795 1,004
　　退職金引当
　　特定資産 820,556 719,755 100,801

　　施設維持引当
　　特定資産 293,213 243,213 50,000

　　学生寮施設維持
　　引当特定預金 102,528 101,382 1,145

百三十周年記念事
業等引当特定資産 180,022 150,022 30,000

高校五十周年・中学
三十五周年記念事業
等引当特定預金

10,000 5,000 5,000

学園財政調整
引当特定預金 197,446 197,446 0

施設設備拡充
引当特定資産
（第 2号基本金）

1,395,000 750,000 645,000

第 3 号基本金
引当資産 64,040 64,040 0

流動資産 2,928,134 3,649,380 △721,245
　　現金預金 1,745,687 2,519,799 △774,112

補助活動支払資金 294,267 298,294 △4,027
研修旅行費等
預り資産 103,777 98,825 4,952

　　未収入金 165,168 174,714 △9,546
奨学金引当特定資産 25,699 19,261 6,438

　　販売用品 10,025 10,596 △571
　　短期貸付金 2,029 2,595 △566
　　有価証券 49,978 0 49,978

篠田学術振興基
金引当特定資産 66,045 63,755 2,290

津田学術振興基
金引当特定資産 315,453 311,375 4,078

教学振興基金
引当特定資産 150,000 150,000 0

　　立替金 1 0 1
　　前払金 0 161 △161
資産の部合計 21,194,066 21,393,625 △199,558

●負債の部
固定負債 1,839,563 1,348,023 491,540
　　長期借入金 418,750 487,500 △68,750
　　退職給与引当金 998,430 820,556 177,873
　　長期未払金 422,383 39,966 382,417
流動負債 1,261,419 1,169,347 92,071
　　短期借入金 68,750 68,750 0
　　未払金 218,879 82,414 136,465
　　前受金 743,813 806,914 △63,101
　　預り金 229,976 211,269 18,707
負債の部合計 3,100,983 2,517,371 583,612●収支差額の部

当年度帰属収支差額
①－② △960,285 △783,170

当年度消費支出超過額 1,847,389 1,596,369

前年度繰越消費支出
超過額 2,491,656 2,491,656

翌年度繰越消費支出
超過額 4,339,045 4,088,026

●基本金の部
第 1号基本金 20,402,069 20,233,870 168,199
第 2 号基本金 1,395,000 750,000 645,000
第 3 号基本金 64,040 64,040 0
第 4 号基本金 320,000 320,000 0
基本金の部合計 22,181,109 21,367,910 813,199

●消費収支差額の部
翌年度繰越消費支出
超過額 4,088,026 2,491,656 1,596,369

消費収支差額の部合計 △4,088,026 △2,491,656 △1,596,369

負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計 21,194,066 21,393,625 △199,558

平成20年度 収支決算報告

消費収支計算書消費収支計算書（（法人全体法人全体））
平成20年 4 月 1 日から平成21年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 予　算 決　算 差　異

資金収支計算書資金収支計算書（（法人全体法人全体））
平成20年 4 月 1 日から平成21年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 予　算 決　算 差　異

貸借対照表貸借対照表
平成21年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減

㈱
コ
ス
モ
ス・コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン

明
野
事
業
所
副
所
長

皇學館高等学校創立50周年・皇學館中学校
創立35周年記念事業寄付金
進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

2 150,000 150,000

9 1,090,000 1,000,000

15 415,000 415,000

105 2,183,000 2,183,000

45 710,000 710,000

122 3,595,000 3,430,000

合　　　計 298 8,143,000 7,888,000

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

本
法
人
関
係

皇 學 館 学 園 報()　第21号 平成21年 7 月15日７
















２カ月イベント情報

編
集
後
記

◆
今
回
の
学
生
編
集
ペ
ー
ジ
で
は
、「
夏
休
み
の
過

ご
し
方
」と
題
し
て
学
生
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

皆
、い
ろ
い
ろ
計
画
を
立
て
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

ま
だ
何
も
予
定
の
な
い
方
、今
年
は
三
重
で
こ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
よ
!
◆
七
月
二
十
九
日

〜
八
月
二
日
に
行
わ
れ
る
「
第
三
十
三
回
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
」は
高
校
生
の
文
化
の
祭
典
、

文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
県
内
各
地
で
様
々
な
催
し
が
あ
り
ま
す
が
、

伊
勢
で
は
開
幕
パ
レ
ー
ド
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
競
技
が
見
も
の
で
す
。

◆
ま
た
伊
勢
で
は
九
月
七
日
〜
十
三
日
に
か
け

て
、
第
二
十
九
回
世
界
新
体
操
選
手
権
も
開
催
さ

れ
ま
す（
於
・
三
重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
）。
新
体

操
の
選
手
が
見
せ
る
フ
ー
プ
・
リ
ボ
ン
・
ク
ラ
ブ
・

ボ
ー
ル
等
を
用
い
た
華
麗
な
演
技
は
、
私
た
ち
に

大
き
な
感
動
と
ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。世
界
最
高
峰
の
演
技
、

観
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
総
務
課
】

　

本
学
史
料
編
纂
所
に
寄
贈
さ

れ
た
福
富
家
伝
来
の
古
文
書
中

の
一
点
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で

著
名
な
九
州
の
戦
国
大
名
大
友

宗
麟
（
俗
名
、
義
鎮
。
享
禄
三

年
〜
天
正
十
五
年
〈
一
五
三
○

〜
八
七
〉）の
書
状
。
内
容
は
、

宗
麟
が
家
臣
で
あ
る
吉
岡
中
務

少
輔（
福
富
家
の
先
祖
）に
、
豊

筑
の
う
ち
領
地
三
十
町
を
与
え

た
こ
と
を
記
す
。

　

文
書
は
年
号
を
欠
く
が
、
出

家
し
て
宗
麟
を
名
乗
る
の
は
永

禄
五
年（
一
五
六
二
）。
文
書
に

記
さ
れ
た
署
名
・
花
押
（
か
き

は
ん
）
を
用
い
る
の
は
永
禄
七

年
か
ら
元
亀
三
年（
一
五
七
二
）

頃
と
い
わ
れ
、
こ
の
間
に
記
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
筆
す

べ
き
は
文
書
右
端
に
封
緘
の
た

め
の
切
封
の
帯
が
残
存
し
て
い

る
点
で
、
古
文
書
学
上
、
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。

史
料
編
纂
所
長　

岡
田　

登

「切封」が残る、稀少な史料

大友宗麟書状
おおともそうりんしょじょう

ミュージアムミュージアム

翻
刻

於
豊
筑
間
三
拾
町
坪
付
在

別　

紙

之
事
、
預
置
候
、
可
有

知
行
候
、
恐
々
謹
言
、

　

十
二
月
十
三
日　

宗
麟（
花
押
）

　
　

吉
岡
中
務
少
輔
殿

　

伊
勢
市
出
身
の
橋
本
紡
さ

ん
が
書
い
た
小
説
『
半
分
の

月
が
の
ぼ
る
空
』（
電
撃
文

庫
）
の
映
画
化
が
決
定
。
五

月
四
日
か
ら
市
内
の
虎
尾
山

や
市
立
伊
勢
総
合
病
院
、
山

田
赤
十
字
病
院
、
宇
治
山
田

高
校
な
ど
で
撮
影
が
行
わ

れ
、
本
学
も
二
シ
ー
ン
の
舞

台
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

同
小
説
は
百
二
十
万
部
以

上
の
セ
ー
ル
ス
を
記
録
。
池

松
壮そ

う

亮す
け

さ
ん
演
じ
る
平
凡
な

男
子
高
生
・
裕
一
と
、
忽く

つ

那な

汐し
お

里り

さ
ん
演
じ
る
心
臓
病
で

入
院
し
て
い
る
少
女
・
里
香

と
の
心
の
交
流
を
切
な
く
描

い
た
青
春
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

だ
。
メ
ガ
ホ
ン
を
と
る
の
は

三
十
三
歳
と
い
う
若
さ
な
が

ら
こ
れ
ま
で
に
数
々
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
深
川
栄
洋
監

督
。
今
年
、
映
画
『
60
歳
の

ラ
ブ
レ
タ
ー
』
で
メ
ジ
ャ
ー

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

　

本
学
で
は
五
月
五
日
に
二

号
館
二
三
一
教
室
で
入
学
試

験
シ
ー
ン
が
、
同
二
十
一
日

は
記
念
館
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー

で
合
格
発
表
シ
ー
ン
が
撮
ら

れ
た
。
映
画
に
出
演
す
る
ま

た
と
な
い
機
会
と
あ
っ
て

か
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
の
撮
影
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
の
べ
約
二
百
名

の
学
生
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
参
加
。
思
い
出
と
な
る
一

日
を
過
ご
し
た
。
劇
場
公
開

は
来
春
の
予
定
。

　

文
学
部
・
教
育
学
部
で
は

五
月
十
四
日
に
春
の
参
拝
見

学
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
伊

勢
の
神
宮
お
よ
び
南
朝
ゆ
か

り
の
地
を
訪
ね
る
こ
と
を
基

本
に
、
実
地
で
の
学
び
が
目

的
。

　

一
年
生
は
機
殿
お
よ
び
斎

宮
と
倉
田
山
方
面
。
荒
妙

（
麻
）を
織
る
神か

ん

麻お

続み

機は
た

殿ど
の

神

社
は
こ
ん
も
り
と
し
た
森
の

中
に
あ
る
。
機
織
の
音
を
想

像
し
な
が
ら
参
拝
。
斎
宮
歴

史
博
物
館
で
は
態
度
を
注
意

さ
れ
る
。
学
芸
員
の
注
意
は

珍
し
い
が
本
学
の
卒
業
生
で

あ
る
が
故
の
親
心
。
神
宮
徴

古
館
で
は
御
神
宝
の
数
々

を
、
農
業
館
で
は
農
の
歴
史

を
見
学
。
倭
姫
宮
で
は
神
宮

が
伊
勢
の
地
に
お
鎮
ま
り
に

な
っ
た
古
を
思
う
。

　

二
年
生
は
滝
原
宮
方
面
。

中
世
成
立
の『
倭
姫
命
世
記
』

は
滝
原
宮
を
皇
大
神
宮
の
元

宮
と
す
る
伝
承
を
載
せ
る
。

宮
川
の
恵
み
や
災
い
が
そ
の

背
景
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
境

内
の
御
船
倉
に
川
と
の
結
び

つ
き
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
。
神
宮
寺
一
帯
は
丹
生
と

呼
ば
れ
る
。
丹
と
は
水
銀
と

硫
黄
の
化
合
物
で
朱
色
。
水

銀
は
触
媒
と
し
て
重
要
で
、

こ
の
地
の
水
銀
は
松
阪
商
人

で
あ
る
三
井
財
閥
の
財
源
と

も
な
っ
た
。

　

三
年
生
は
伊
雑
宮
・
国
崎

方
面
。
潮
の
香
り
漂
う
コ
ー

ス
で
あ
る
。
こ
の
地
に
伊
雑

宮
が
祀
ら
れ
た
の
は
志
摩
の

海
産
物
確
保
の
拠
点
で
あ
っ

た
た
め
と
い
う
。
国
崎
の
御

料
鰒
調
製
所
で
は
手
の
ひ
ら

以
上
の
大
き
な
鰒
が
あ
た
か

も
リ
ン
ゴ
を
む
く
よ
う
に
ひ

も
状
に
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ

を
干
し
て
の
し
鰒
に
す
る
。

帰
り
は
朝
熊
山
の
金
剛
證
寺

へ
。
山
岳
信
仰
と
神
仏
習
合

を
学
ん
だ
。

　

四
年
生
は
か
つ
て
北
畠
神

社（
津
市
美
杉
町
）が
組
み
込

ま
れ
て
い
た
が
、
行
程
の
遠

さ
か
ら
津
市
内
の
三
重
県
護

国
神
社
へ
変
更
さ
れ
て
久
し

い
。
国
を
思
う
気
持
ち
を
養

い
、
ま
た
、
そ
れ
に
力
を
尽

く
し
た
人
び
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

な
お
、
神
道
学
専
攻
科
も

独
自
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
て

参
拝
見
学
を
実
施
し
て
い

る
。

本学が映画の舞台に本学が映画の舞台に
「半分の月がのぼる空」撮影「半分の月がのぼる空」撮影

　

約
二
百
名
が
エ
キ
ス
ト
ラ　

いに
し
え
に
思い
を
馳
せ
て

文
学
部
・
教
育
学
部　

春
の
参
拝
見
学

文
学
部
・
教
育
学
部　

春
の
参
拝
見
学

　

日
幡
氏
は
備
前
焼
が
も
っ
と
も
古

い
窯
で
あ
り
、
産
地
の
名
を
と
っ
て

「
伊
部
焼
き
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
、
釉
薬
を
一
切
使
わ
ず
、
千
二

百
度
以
上
の
高
温
で
二
週
間
か
け
て

ゆ
っ
く
り
焼
き
締
め
ら
れ
る
こ
と
な

ど
を
語
っ
た
。
そ
し
て
、「
窯
変
」
と

い
っ
て
火
と
土
と
空
気
の
融
合
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
模
様
は
一
つ
と

し
て
同
じ
も
の
は
な
く
、
備
前
焼
の

最
大
の
特
長
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
話
し
た
。
次
に
、
実
際
に
作
品

を
手
に
と
っ
て
解
説
。
模
様
の
違
い

な
ど
専
門
的
な
内
容
を
丁
寧
な
口
調

で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
、

学
生
も
熱
心
に
う
な
ず
い
て
い
た
。

　

本
学
卒
業
生
で
備
前
焼
陶
芸
家
の

日ひ

幡ば
た

寿ひ
さ
し

氏
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）
が

五
月
十
三
日
に
来
学
。
茶
碗
や
水
指

な
ど
、
貴
重
な
作
品
二
十
数
点
を
大

学
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

日
幡
氏
は
父
親
で
あ
る
日
幡
光
顕

氏
に
師
事
。
と
く
に
焼
締
を
得
意
と

し
、
全
国
で
個
展
を
開
く
な
ど
活
躍

さ
れ
て
い
る
。
当
日
は
せ
っ
か
く
の

機
会
で
あ
っ
た
の
で
、
備
前
焼
に
つ

い
て
、「
伝
統
の
心
と
技
」
の
講
義
の

中
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

備
前
焼
二

備
前
焼
二
十十
数
点
を
寄
託

数
点
を
寄
託

皇學館皇學館

教職員人事
役　

職　
平
成
21
年
6
月
1
日
付 

期
限
／
平
成
23
年
3
月
31
日

　

教
育
学
部
長 

深
草　

正
博

 

教
育
学
部
教
授

退　

職　
平
成
21
年
6
月
30
日
付 

今
西　

美
絵

 

〔
社
会
福
祉
学
部
助
手
〕

採　

用　
平
成
21
年
7
月
1
日
付

　

社
会
福
祉
学
部
助
手 

足
立　

孝
子

配
置
換　
平
成
21
年
7
月
1
日
付

　

学
校
事
務
部
学
校
事
務
室
事
務
長
補
佐 

山
際　
　

稔

 

〔
図
書
館
伊
勢
学
舎
事
務
室
事
務
長
補
佐
〕

　

学
長
室
課
長
補
佐 

橋
本　
　

久

 

〔
社
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イベントの時間・申込方法等のお問合せは各学舎まで
伊勢学舎☎☎0596・22・0201㈹ 名張学舎☎☎0595・61・3351㈹

8月
 1土 史料編纂所近世文書集中講座 伊勢学舎
  古文書を読もう! ◆◆上野秀治国史学科教授
 1土 名張学舎「週末あそび塾」 名張学舎
  ペットボトルロケットを飛ばそう

◆◆筒井琢磨社会福祉学部教授
 3月 神道博物館夏休み親子教室 神道博物館（伊勢）
  海藻にふれてみよう! 　海藻のお話と楽しい

おしば作り　◆◆海の博物館学芸員　平賀大蔵氏
 8土 名張学舎「週末あそび塾」 名張学舎
  マイカップを作ろう◆◆伊賀焼「香山窯」森里博信氏
 8土 伊勢神宮と神々の美術 東京国立博物館平成館
  伊勢の神宮と日本人　いのちと血統の連続　

◆◆伴五十嗣郎学長
  伊勢神宮と式年遷宮

◆◆清水潔文学部長（国史学科教授）
 22土 月例文化講座〔特別講座〕 名張学舎
  健康づくりのための食事と運動について

◆◆片山靖富教育学科助教
 26水 ちょっとちょっと講義 まちなか研究室事務室（名張）
  教育改革の行方～学校はどうなる？

◆◆酒井研作社会福祉学科助教

9月
 12土 月例文化講座 伊勢学舎
  韓天寿が愛した石刻資料

◆◆上小倉一志国文学科准教授
 19土 月例文化講座 名張学舎
  社会みんなで子育てを
  　地域における子育て支援を考える　

◆◆酒井研作社会福祉学科助教
 26土 史料編纂所夏セミナー③ 伊勢学舎
  古文書を読もう! ◆◆多田實道国史学科講師
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